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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、「人間の知性を解明する」という目的に沿って、海―陸―森といった多様な環境に適応して

きた哺乳類を対象に、異なる環境に適応してきた各種系統群の動物のこころを認知科学的な手法で総

合的に比較し、野生のこころの世界を詳細に研究するものである。 
これまでの研究進捗においては、特に、チンパンジー、ウマ、イルカ等といった個々の対象に対して、

良質な成果を上げ、専門家及び一般向けに発信していることは、高く評価できる。 
しかし、個別対象の研究が中心になり、当初の目的である「森と海をつなぐ知性の進化」や「系統発

生的な制約とそれぞれの種の果たした環境適応の相互作用」を探るように研究が進行しているように

見えない。また、ヒトとの比較や、まったく異なる種の間での比較認知学的なアプローチが十分に配慮

されているように見えない。当初の目的を、より明確なリサーチクエスチョンに落として、明示し、そ

れに向けた取組が必要である。 
 


